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 】果効は又能効【
   減軽の状症床臨るす因起に糖血高び及糖血高るよに病尿糖：猫、犬
 

 】量用び及法用【
  ：犬  ジンリシンリスンイの04-Uに毎間時21回2日1は又毎間時42回1日1は剤本

体は量与投奨推回初。るす射注下皮にぐす後餌食はくしも中餌食てい用を
察診で隔間な切適は師医獣。るすと与投回1日1のUI 0.1～5.0りた当gk 1重

 。るす節調を量与投と隔間与投てじ応に値糖血び及状症、し
  ：猫  をジンリシンリスンイの04-Uに側体は又部頚側背の猫に毎間時21は剤本

重体は量与投奨推回初。るす射注下皮にぐす後餌食はくしも中餌食てい用  
血び及状症、し察診で隔間な切適は師医獣。るすとUI 7.0～2.0 りた当gk 1

 。るす減増を量与投てじ応に値糖
 

 】意注の上用使【
 ）項事的本基（

 薬療治病尿糖用物動
 品薬医定指 品薬医示指要 薬劇

 

 品薬医用物動
 訂改月1年0202

 】量分び及分成【

.1    とこいならなばれけなら守
 ）意注的般一（

 ・ す用使りよに示指・箋方処の等師医獣でのるあで品薬医示指要、は剤本
 。とこる

 ・  。とこるす用使みのに的目たれらめ定ていおに果効・能効、は剤本
 ・  。とこるす守厳を量用・法用たれらめ定、は剤本

 ）意注るす対に者用使(
 ・ のるな異が度濃はと剤製ンリスンイの用人、りあで品薬医用物動は剤本

リスンイの04-Uず必はに与投の剤本、にめたるす与投を量用な確正、で
 。とこるす意注分十、うよるす用使をジンリシン

 ）意注のめたの棄廃び及い扱取(
 ・  。とこるす管保にろこといなか届の手の児小
 ・  。とこるす管保にCº8～Cº2、し光遮てれ入に箱外てしに上をプッャキ
 ・  。とこるけ避を結凍
 ・  。とこいなえかれ入に器容の他、めたるす持保を質品、け避を用誤
 ・ す和混てせさ転回にか静をルアイバに前る取き抜を量要必らかルアイバ

 。とこる
 ・  。とこいなし用使は合場たぎ過を限期用使
 ・  。とこるす用使に内以日06は後封開
 ・  。とこるす分処い従に等例条体団共公方地は器容のみ済用使
 ・ 共公方地、し意注にうよいなし染汚を系水や境環、は際るす棄廃を剤本

 。とこるす分処い従に等例条体団
 ・ の用収回針。とこるれ入に器容用専の用収回針、はジンリシのみ済用使

有を可許の業分処物棄廃業産び及業搬運集収物棄廃業産、は棄廃の器容
とこるす託委に者業たし  。

 告警 ①
 ・ の糖血低な篤重。るあがとこすこ起き引を糖血低な篤重りよに与投量過

 。とこるす意注分十に量与投、でのるあが性険危る至に亡死は合場
 忌禁 ②

 ・  。とこいなし用使はに猫び及犬るいてし呈を状症糖血低
 ・ なし用使を剤本、はに猫び及犬るあの歴往既の症敏過し対に分成の剤本

有含を）え換組子伝遺（ンリスンイトヒてしと分成効有は剤本。とこい
 。るす有含を分成の等）質クパンタ来由魚（ンミタロプ酸硫に他のそ､し

 ・ はに療治急救の猫び及犬す示を状症のスシードシアトケ性病尿糖の症重
、眠嗜、振不欲食、スシードシアトケ性病尿糖の症重。とこいなし用使
を状症でンリスンイの型効速、はに猫び及犬るいてし呈を状症の等吐嘔

 。う行を法療持支な切適はでまるす定安が態状、せさ定安
 限制用使の物動象対 ③

 ・ ないてれさ認確は性効有び及性全安るす対に猫び及犬の中乳授び及娠妊
 。い

 意注的本基な要重 ④
 ・ のgk/UI 5.0、は量与投回初の犬いなが歴療治るよに剤製ンリスンイの他

の犬るあが歴療治るよに剤製ンリスンイの他。るれさ奨推が与投回1日1
0.1～5.0、にともを過経療治るよに剤製ンリスンイの他、は量与投回初  

 。るれさ奨推が与投回1日1のgk/UI
 ・ よに理管餌食び及療治の患疾発併・患疾礎基はにルーロトンコの病尿糖

織組肪脂な剰過はで猫び及犬たし満肥。るあで要重が持維の重体正適る
たいなれさ揮発に分十が果効の剤本、りなと性抗抵ンリスンイにめたの
 。るれさ奨推がとこるす量減を重体とりくっゆりよに等法療餌食、め

 ・ 。とこう行を察診が師医獣で隔間な切適、でまるきで理管分十が値糖血
に値糖血低最にび並状症床臨のどな少減重体び及飲多、尿多、は師医獣
たっなにうよるれさ理管分十が値糖血。とこるす減増を量与投ていづ基
じ応に要必、い行を察診るよに師医獣び及定測の値糖血に的期定、も後

 。とこるす減増を量与投て
 ・ 量用、らかとこるす要を日数常通はにるす揮発を果効大最がンリスンイ

回１、は合場るす節調を量与投。う行に後日数らか始開与投常通は節調  
 。とこるす量減は又量増UI 1～5.0りた当頭1を量与投の

 ・  。とこす渡に主い飼を料資明説用主い飼は師医獣
 ・ い飼、ていつに法方察観の状症床臨び及隔間院来、法方薬投、は師医獣

ていつに法処対るす対に糖血低び及法射注、に特。とこう行を導指に主
 。るあで要必が導指な分十は

 ）項事的門専（

 名品   クンジロプ
 分成効有   ）え換組子伝遺（ンリスンイトヒ
 量含   UI 04中Lm 1

 法貯   Cº8～2  号番書令指認承   号1801第薬動82
 始開売販   月7年6102
 果結査審再   

 dcba

.2    とこるけ付を気てし際に用使
 ）意注るす対に者用使（

 ・  所局たま、りあが性能可るす呈を状症糖血低、は者たれさ射注てっ誤
 の師医にち直、でのるあがとこすこ起を応反ーギルレアの性身全は又

 。とこるけ受を察診
 ）意注るす関に猫び及犬（

 ・ 獣ていつに与投の回次、ずせ与投を剤本はに合場たっかなし取摂を餌食
 。とこるけ受を導指の師医

 ・  。とこるけ受を察診の師医獣にかや速、はに合場たれらめ認が用作副
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図 1  ンリスンイ中血の際たし与投下皮で量用のgk/UI 2.0をクンジロプにコネ常健
 8=n。す示を差誤準標±値均平の移推度濃
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2図    移推の値糖血
 331=n。す示を値央中び及囲範位分四

 ）1000.0 < p（下低に意有が値糖血てし較比と目日7：*
 .la te yelneH K ,nosleN WR deM nretnI teV J  397-787:32;9002 

 】等報情的学理薬【
 ＞報情るす関に猫＜

 ）験試等収吸（
ンリスンイ中血の後与投りおとたし示に1図、ていおに績成験試等収吸の剤本
は均平の）xamT（間時達到度濃中血高最。たれら得が報情るす関に移推度濃

 。たっあで間時6.3

  

 
 

 ）理薬効薬（
示に2図、ていおに験試床臨のらnosleNたし与投に猫てっ従に量用法用を剤本

 。たれら得が報情るす関に移推値糖血の後与投りおとたし
 

 
 

 ）験試床臨（
 験試たしと象対を猫たっかないてきでルーロトンコに好良が病尿糖 .1

 験試与投間日54るけおに内国び及外海：a-.1
病尿糖に規新。たし施実を験試床臨でルコトロプじ同、ていおに内国び及外海
ーロトンコに好良が病尿糖はで剤製ンリスンイ用人の存既び及猫たれさ断診と

投間日54てっ従に量用法用をクンジロプ、に頭002計、猫たっかないてきでル
トンコの病尿糖、ていおに）%4.38（頭631中頭361 例症価評性効有。たし与

最が糖血低はで象事害有るあが係関果因のと剤本。たれさ善改に意有がルーロ
もれずい、がたれらみで頭4が応反位部射注、たま。たれらみで頭22、く多も
、がたれら見で頭5が）AKD（スシードシアトケ性病尿糖、他のこ。たし失消
いてれさ認確が歴往既のAKDび及症併合な篤重に前始開与投はで例症のられこ

 。た
 験試与投間期長るけおに外海：b-.1

 続継、に猫たいてし善改がルーロトンコの病尿糖、し了完を験試与投間日54
は値ンミサトクルフ。たし与投間日631てっ従に量用法用をクンジロプてし

で）%8.39（頭601中頭311は重体、れさ善改は又持維で）%4.68（頭59中頭011
 。たっあで糖血低は象事害有たれらめ認く多も最。たし加増は又持維

 験試たしと象対を猫るいてれさルーロトンコに好良が病尿糖 .2
ーロトンコに好良が病尿糖てい用を剤製ンリスンイ用人の存既、ていおに内国
替り切にクンジロプらか剤製ンリスンイ用人、ていつに猫の頭01たいてれさル
コの病尿糖で例症全、果結たし与投間日54てっ従に量用法用のクンジロプ、え

 。たれさ持維に好良がルーロトン
 ＞報情るす関に犬＜

 ）験試等収吸（
を）01 = n（gk/UI 8.0は又）5 = n（gk/UI 5.0 クンジロプに犬ルグービな常健
そは）囲範（値央中の間時達到度濃中血高最のンリスンイ。たし与投下皮回単

値央中の間時続持中血、りあで間時）22～1（7 び及間時 )81～5.0（6 れぞれ  
し与投。たっあで間時）42>～21（22び及間時）42～6（02れぞれそは )囲範(
～6.01（2.12れぞれそは間時たっかかにでまるれさ収吸が%09のンリスンイた  

 。たれさ定推と間時 )14～3.8( 6.42び及間時 ）1.13
 ）理薬効薬（

単を）01 = n（gk/UI 8.0は又）5 = n（gk/UI 5.0クンジロプに犬ルグービな常健
）61～6 ( 61れぞれそは）囲範（値央中の間時達到値糖血低最。たし与投下皮回  

範（値央中の間時続持果効のンリスンイ、りあで間時）42>～5（41び及間時
 。たっあで間時）42>～61（42>び及間時）42>～61（02れぞれそは）囲

 ）験試床臨（
 験試床臨るけおに国米 .1

で剤製ンリスンイ用人の存既び及犬たれさ断診と病尿糖に規新、ていおに国米
用をクンジロプ、に頭672犬たっかないてきでルーロトンコに好良が病尿糖は

が）%3.27（頭261中頭422例症価評性効有､果結たし与投間日48てっ従に量用法
隔間与投てじ応に要必、し始開を与投で隔間与投の回1日1。たれさ定判と効有
531は例症価評性効有たっあで与投回1日1に日48第、果結たし更変に回2日1を  

与投回2日1に日48第。たれさ定判と効有が）%1.17（頭69ちうのこ、りあで頭
定判と効有が）%2.47（頭66ちうのこ、りあで頭98は例症価評性効有たっあで

､に犬たいてし善改がルーロトンコの病尿糖､し了完を験試与投間日48。たれさ
ミサトクルフ、し与投をクンジロプ）間日281らか始開与投（間日89てし続継
日 281。たし持維を向傾善改もていおに与投期長、果結たし認確を移推の値ン
糖血低はで象事害有るあが係関果因のと剤本たれさ告報てじ通を与投のでま目

 。たっあで件37、く多も最が
 験試床臨るけおに内国 .2

試床臨の間日48 でルコトロプじ同と験試床臨たし施実で国米、ていおに内国
れさ定判と効有が）%0.67（頭91 中頭52 例症価評性効有 ､果結たし施実を験

頭01ちうのこ、りあで頭31は例症価評性効有たっあで与投回1日1に日48第。た
例症価評性効有たっあで与投回2日1に日48第。たれさ定判と効有が）%9.67（

関果因のと剤本。たれさ定判と効有が）%0.57（頭9ちうのこ、りあで頭21は
りよに餌給もれずい、れさ告報が件2、りあでみの糖血低は象事害有るあが係

投回2日1に日48第び及例症価評性効有たっあで与投回1日1に日48第。たし復回
 。す示に3図を移推の値糖血間時9の例症価評性効有たっあで与
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 ・ れわ疑が）糖血高のドンウバリ（果効ギモソは又、るれらめ認が糖血低
 。るあがとこな要必が量減の量与投に合場る

 ・ 投は又、かるす節調を量与投の剤本、は合場たし復回は又解寛が病尿糖
とこるす解寛が病尿糖りよに療治ンリスンイはで猫。とこるす止中を与
尿糖の性過一なうよの病尿糖な的次二の性発誘ンモルホはで犬。るあが

 。るあがとこるす復回らか態状病尿糖、に合場の病
 ・ し発併を等患疾泌分内、症炎、症染感は又、合場るあに下スレトスい強

 。るあがとこるえ与を響影に果効の剤本は合場るいて
 ・ 週2～1去過は）等ンミブルアコリグ、ンミサトクルフ（質クパンタ化糖

値糖血は定測の質クパンタ化糖、らかとこるす映反をルベレ値糖血の間
 。るあで用有にめたるす認確を況状ルーロトンコの

 ・ れらみが昇上の値ンミサトクルフにきと、い伴に与投期長、ていおに犬
数回与投び及量与投、し成作を線曲値糖血、は合場のそ。るあがとこる

 。るれさ奨推がとこるす討検再を化適最の
 用作互相 ⑤

 ・ こるす抗拮に果効のンリスンイは等ドイコチルコ質糖、ンロテスゲロプ
 。るあがと

 ・ 量求要のンリスンイは合場たし与給を餌食の物化水炭低－質クパンタ高
 。るす化変が

⑥  用作副 
 ・ 活不､眠嗜は状症の糖血低。るあがとこるれら見が糖血低りよに与投剤本

等るすりやんぼ、るわ据が目、きつらふ、動運調協非、え震、弱虚、発
、え与を餌食は又液糖ウドブにち直、は合場たれら見が糖血低。るあで
を量与投の回次、かるす止中に的時一を与投のンリスンイは合場な要必
てし意用に庭家を品製るす有含を糖ウドブはに主い飼。るす量減に切適
果結断診の状症床臨とグンリタニモ値糖血な切適。るす奨推をとこくお
こつ保に定一を量動運や餌食び及、節調の量与投のンリスンイくづ基に

 。るきでがとこるえ抑に限小最をクスリの糖血低りよにと
 ・ るあがとこるれら見が応反の性過一に位部射注にれま、りよに与投剤本

 。い無は要必るす止中を与投は常通、が

 】先せわ合い問お報情品製【
   社会式株ンパャジ スルヘルマニア ムイハルゲンイーガンリーベ
   1-1-2崎大区川品都京東7106-141〒
   914-994-0210：LET 口窓談相様客お

 】限期用使【
   載記に箱外・ルベラ

 】装包【
   ルアイバ1 x Lm01

 元売販造製

 
 

   るれわ疑とるよにどな用作副るよに剤本、は者係関薬医の等師剤薬、師医獣
の症染感るれわ疑とのもるよに用使の剤本は又生発の亡死はくし若害障、病疾
を大拡は又生発の害危の上生衛健保、ていおに合場たっ知を項事るす関に症発
】先せわ合い問お報情品製【記上、はきとるめ認とるあが要必にめたるす止防
/pj.og.ffam.www//:ptth（所査検品薬医物動省産水林農、にもととるす絡連に  

 。すましい願おを告報もに）lmth.xedni/asuos/oyasukuf/uotukayi/lavn
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3図    移推の値糖血
隔間与投の日48らか日24ていつに例症たし了完を与投でま日48で験試床臨内国

間時9の）与投回2日1（DIBに段下、）与投回1日1（DISに段上、し析解にともを
 。す示を値央中び及 囲範位分四の移推値糖血

 21 = n：DIB、 01 = n :DIS




